
表8 急性毒性試験結果概要  

動物種   
LD50（mg／kg体重）  

雄   雌   
観察された症状  

SDラット  

雌雄各10匹）   
＞5，000   ＞5，000  死亡、吾l酬匂水   

ICRマウス  
＞5，000   ＞5，000   

症侃死亡例なし   

雌雄各10匹）  

SDラット  

雌雄各10匹）   
＞5，000   ＞5，000  症状、死亡例なし   

一ischerラット  LC50（mg／L）  

雌雄各10匹）  ＞5．98  ＞5．98   
症軋死亡例なし  

表9 急性毒性試験結果概要（代謝物D）  

動物種   
LD50（mg／kg体重）  

観察された症状  
雄   雌   

SDラット  
＞5，000  ＞5，000  運軌矢猟死亡例なし   

（雌雄各5匹）  

9．眼・皮膚に対する刺激性及び皮膚感作性試験   

NZWウサギを用いた眼刺激性試験及び皮膚刺激性試験が実施された。その結果、   

ジチオピルは眼及び皮膚に対し軽度の刺激性が認められた。   

Hartleyモルモットを用いた皮膚感作性試験（Buehler法）が実施された。その結   

果、皮膚感作性は認められなかった。（参照2）   

10．亜急性毒性試験  

（1）90日間亜急性毒性試験（ラット）  

Fischerラット（一群雌雄各12匹）を用いた混餌（原体：0、10、100、1，000及び   

5，000ppm）投与による90日間亜急性毒性試験が実施された。  

各投与群で認められた毒性所見は表10に示されている。  

本試験において、1，000ppm以上投与群の雄でHt及びHbの減少等が、100ppm   

以上投与群の雌でT．Chol増加等が認められたので、無毒性量は雄で100ppm（6．03   

mg／kg体重／日）、雌で10ppm（0．662mg／kg体重／日）と考えられた。  

（参照2）  

表10 90日間亜急性毒性試験（ラット）で認められた毒性所見  

群   雄   雌   

・体重増加抑制、摂餌量減少   ・体重増加抑制  

・RBC、MCV、MCH減少   ・Ht、Hb、MCV、MCH減少  

・ALP、GGT、BUN、TBil増加、  ・ALP、GGT、BUN増加、TG、Cre  

TG、Cre減少   減少  

・肝及び腎の暗調化   ・甲状腺比重量増加  

・副腎白色化   ・肝及び腎の腫大、肝及び腎の暗調  

・副腎皮質細胞肥大   化  

・肺泡沫細胞集族   ・胆管増生   
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1，000ppm   ・Ht、Hb減少   ・尿比重、尿タンパク増加   

以上   ・T．Chol増加   ・甲状腺絶対重量増加  

・尿比重、尿タンパク増加   ・甲状腺ろ胞細胞肥大  

・肝、腎及び甲状腺絶対及び比重量1  ・副腎皮質細胞肥大  

増加  ・腎限局性尿細管萎縮、尿円柱   

・肝腫大  

・び漫性肝細胞腫大  

・甲状腺ろ胞細胞肥大  

・腎限局性尿細管萎縮、尿円柱  

100ppm以上  100ppm以下毒性所見なし   ・T．Chol増加  

・肝及び腎絶対及び比重量増加  

・び漫性肝細胞腫大   

10ppm  毒性所見なし   

（2）90日間亜急性毒性試験（マウス）   

ICRマウス（一群雌雄各12匹）を用いた混餌（原体：0、10、100、1，000及び5，000   

ppm）投与による90日間亜急性毒性試験が実施された。  

各投与群で認められた毒性所見は表11に示されている。  

5，000ppm投与群雌雄に腹部膨満の軽度な発生頻度の増加が認められたが、これ   

は肝の著しい腫大によるものであると考えられた。5，000ppm投与群の雄1例が切   

迫と殺されたが、肝及び腎に病理組織学的変化が認められ、検体投与に起因する死   

亡であると考えられた。  

本試験において、100ppm以上投与群の雌雄でび漫性肝細胞腫大等が認められ   

たので、無毒性量は雌雄とも10ppm（雄：1．16mg／kg体重／日、雌‥1．48mg／kg   

体重／日）であると考えられた。（参照2）  

表1190日間亜急性毒性試験（マウス）で認められた毒性所見  

投与群   雄   雌   

5，000ppm   ・切迫と殺（1例）   ・削痩、体型小型化  

・削痩、体型小型化   ・体重増加抑制、摂餌効率低下  

・体重増加抑制   ・Ht、Hb、MCH減少  
・Hb、MCH減少   ・T．Chol増加  

・尿比重、尿タンパク減少   ・尿比重減少  

・副腎絶対及び比重量増加   ・腎絶対重量増加  

・腎近位尿細管上皮細胞好酸性化   ・卵巣絶対及び比重量減少  

・腎近位尿細管上皮細胞好酸性化  

・副腎リボフスチン沈着   

1，000ppm   ・摂餌効率低下   ・ALT、AST、ALP、BUN増加   
以上   ・ALT、AST、ALP、BUN増加   ・肝絶対及び比重量増加  

・肝絶対及び比重量増加   ・腎比重量増加  

・肝腫大   ・肝腫大  

・肝細胞空胞化、肝単細胞壊死、ク  ・肝細胞空胞化、肝細胞壊死、クッ  

ツパー細胞内褐色色素沈着、胆管  パー細胞内褐色色素沈着、胆管増  

増生   生   

1体重比重量を比重量という（以下同じ）  
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100ppm以上  ・肝暗調化   ・肝暗調化  

・び漫性肝細胞腫大   ・び慢性肝細胞腫大   

10ppm   毒性所見なし   毒性所見なし   

（3）90日間亜急性毒性試験（イヌ）  

ピーグル犬（一群雌雄各6匹）を用いたカプセル経口（原体：0、1、10及び30   
mg／kg体重／日）投与による90日間亜急性毒性試験が実施された。  

各投与群で認められた毒性所見は表12に示されている。  

本試験において、10mg／kg体重／目以上投与群雌雄で肝の胆汁色素沈着等が認め   

られたので、無毒性量は雌雄とも1mg／kgであると考えられた。（参照2）  

表12 90日間亜急性毒性試験（イヌ）で認められた毒性所見  

雄   雌   

巨  

減少   ・肝絶対及び比重量増加   

・肝絶対及び比重量増加   ・腎比重量増加   

・胆汁うっ滞   ・胆汁うっ滞   

巨  ・肝暗調化   

・クッパー細胞及び毛細胆管内色素  ・クッパー細胞及び毛細胆管内色素   

沈着   沈着   

毒性所見なし   毒性所見なし   

投与群  

30mg耽g体重／  

10mg／kg体重／  

以上  

1mg几g体重／日  

11．慢性毒性試験及び発がん性試験  

（1）1年間慢性毒性試験（イヌ）  

ビーグル犬（一群雌碓各6匹）を用いたカプセル経口（原体：0、0．5、5及び25   

mg／kg体重／日）投与による1年間慢性毒性試験が実施された。  

25mg／kg体重／日投与群雌雄にALPの増加、肝絶対及び比重量の増加、肝腫大、   

胆嚢膨満、腎褐色色素沈着、胆嚢粘膜粘液分泌克進が認められた。同群雄に肝暗調   

化が、同群雌に腎比重量増加が認められた。5mg／kg体重／日以上投与群雌雄に肝   

褐色色素沈着が認められ、25mg／kg体重／日投与群では雌雄ともほぼ全動物に認め  
られた。同群雌に肝暗調化が認められた。  

本試験において、5mg／kg体重／日以上投与群の雌雄で肝の胆汁色素沈着が認め   

られたので、無毒性量は雌雄とも0．5mg／kg体重／日と考えられた。（参照2）   

（2）2年間慢性毒性／発がん性併合試験（ラット）  

Fischerラット（一群雌雄各90匹）を用いた混餌（原体：0、3、10、100及び300   

ppm）投与による2年間慢性毒性／発がん性併合試験が実施された。  

各投与群で認められた毒性所見は表13に示されている。  

検体投与に関連して発生頻度が増加した腫瘍性病変は認められなかった。変異肝   

細胞巣の発生頻度の増加が認められたが、本試験において肝細胞腺腫及び肝癌の発   

生頻度の増加は認められなかった。  

本試験において、100ppm以上投与群の雄及び300ppm投与群の雌でr婁性腎症   

が、100ppm以上投与群の雌雄でAlb、T．Cholの増加等が認められたので、無毒   

性量は雌雄とも10ppm（雄：0．362mg／kg体重／日、雌：0．433mg／kg体重／日）で  

ー16－   



あると考えられた。発がん性は認められなかった。（参照2）   

表13 2年間慢性毒性／発がん性併合試験（ラット）で認められた毒性所見  

投与群   雄   雌   

300ppm   ・ALT、AST、TP、A／G比、BUN、  ・AST、BUN、Ca増加、TG減少  

Ca、ALP増加、TG減少   ・肝絶対及び比重量増加  

・肝及び腎絶対重量増加   ・腎絶対及び比重量増加  

・変異肝細胞巣、巣状肝細胞壊死   ・巣状肝細胞壊死  

・慢性腎症   

100ppm   ・Alb、T．Chol増加   ・Alb、T．Chol、ALT、TP、A／G比、   
以上   ・肝及び腎比重量増加   P増加  

・肝スポンジ様のう胞化   ・尿タンパク増加  

・慢性腎症   ・胆管増生   

10ppm以下  毒性所見なし   毒性所見なし   

（3）18カ月間発がん性試験（マウス）   

ICRマウス（一群雌雄各70匹）を用いた混餌（原体：0、3、30及び300ppm）   
投与による18カ月間発がん性試験が実施された。  

各投与群で認められた毒性所見は表14に示されている。  

30ppm投与群の雌雄でも肝比重量の増加が認められたが、絶対重量の増加が認   

められず、また試験13週にのみ認められたことから一過性の変化であり、この用   

量では毒性影響と認められなかった。  

検体投与に関連して発生頻度が増加した腫瘍性病変は認められなかった。  

本試験において、300ppm以上投与群雌雄で肝絶対及び比重量の増加が認めら   

れたので、無毒性量は雌雄とも30ppm（雄：3．27mg／kg体重／日、雌：3．77mg／kg   

体重／日）であると考えられた。発がん性は認められなかった。（参照2）  

表14 マウス18カ月間発がん性試験で認められた毒性所見  

投与群   雄   雌   

300ppm   ・肝絶対及び比重量増加   ・肝絶対及び比重量増加  

・副腎絶対及び比重量増加   ・副腎絶対及び比重量増加  

・肝暗調化、腫大及び表面の斑点   ・肝暗調化、腫大  

・び漫性肝細胞肥大   ・小葉中心性及びび漫性肝細胞肥大  

・肝褐色色素沈着   ・肝褐色色素沈着  

・胆管増生  ・副腎皮髄境界部褐色色素沈着   

・副腎皮質細胞肥大  

30ppm以下   毒性所見なし   毒性所見なし   

12．生殖発生毒性試験  
（1）2世代繁殖試験（ラット）①  

SDラット（一群雌雄各24匹）を用いた混餌（原体：0、25、250及び2，500ppm）   
投与による2世代繁殖試験が実施された。  

親動物及び児動物における各投与群で認められた毒性所見は、それぞれ表15に   
示されている。  

晴育0～4日に死亡または淘汰された児動物の剖検で、25ppm以上投与群雌雄  
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（F2の雄のみ250ppm以上投与群）で肝の白色斑が認められた。25ppm投与群  

では対照群と発生頻度に有意差は認められなかったが、用量相関性が認められ、検  

体投与の影響と考えられた。   

本試験において、親動物では250ppm以上投与群雌雄で体重増加抑制等が、児  

動物では25ppm以上投与群雌雄で肝白色斑が認められたので、無毒性量は親動物  

で25ppm（P雄‥1・70mg／kg体重／日、P雌‥1．91mg／kg体重／日、Fl雄：2．Omg／kg  

体重／日、Fl雌：2．26mg／kg体重／目）、児動物では25ppm未満であると考えられ  

た。，繁殖能に対する影響は認められなかった。（参照2）  

表15 2世代繁殖試験（ラット）①で認められた毒性所見  

投与群   

2，500ppm  

親  

動  

物  

250ppm  

以上  

25ppm   

2，500ppm  

児     250ppm   

動  
以上  

物  

25ppm   

親：P、児：Fl  親：Fl、児：F2   

碓   雌   雄   雌   

・体重増加断岡J   ・摂餌量減少   ・肝及び腎絶対重量  ・腎絶対重量増加   

・腎絶対重量増加  ・腎絶対重量増加   増加   ・月刊謝ヒ及び腫大   

・月刊宗剛ヒ及び河重大  ・月刊畜帰化及び河重大  ・月刊蕾帰化及び腫大  ・び慢性月刊珊包壊死   

・び慢性及び巣状肝  ・び慢性肝細胞壊死  ・び漫性日二孫珊包裏死  ・月野十うっ滞   

細泡衰死   ・限局性尿細管萎縮  ・胆汁うっ滞   ・限局性尿細管萎縮   

・胆汁うっ滞   ・甲状腺ろ胞細闇巴  ・甲状腺ろ月毎田月瑚巴  ・甲状腺ろ胞細月謝巴   

・限局性尿細管萎縮  大   大   大   

・甲状腺ろ月額珊瑚巴  

大  

・副腎皮質細8棚巴大   

・肝絶対重量の増  ・肝絶対重量の  ・体重増加抑制   ・体重増力抑制   

加   増加  ・摂餌量減少  

・月髄曽加   

毒性所見なし   毒性所見なし   毒性所見なし   毒性所見なし   

・体重増加抑制   ・体重増力抑制   ・体重増力抑制   ・体重増加抑制   

・び慢性目＝剛腕療死  ・び慢性月割鵬壊死  ・肝白色斑   ・び漫性肝細胞壊死  

・び慢性肺禍庖裏死  ・月千綿維化、石灰沈  

・肝線維化、石灰沈  

着   

・肝白色妬   ・肝白色斑   毒性所見なし   ・肝白色虹   

（2）2世代繁殖試験（ラット）②  

児動物における無毒性量を知るために、SDラット（一群雌雄各24匹）を用い   

た混餌（原体：0、1、3及び10ppm）投与による2世代繁殖試験が実施された。  

親動物では、検体投与の影響は認められなかった。  

児動物では3ppm投与群雌（Fl）の1例で軽微な肝の白色斑が認められ、巣状   

肝細胞壊死であることが判明したが、10ppm投与群においては肝の異常は全く観   
察されなかったので、検体投与の影響と認められなかった。  

本試験において、児動物に検体投与の影響は認められなかったので、無毒性量は   

児動物の雌雄で10ppm（P雄：0．66mg／kg体重／日、P雌：0．749mg／kg体重／日、   
Fl雄：0．815mg／kg体重、Fl雌：0．868mg／kg体重）であると考えられた。繁殖能   
に対する影響は認められなかった。（参照2）  
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（3）発生毒性試験（ラット）  

SDラット（一群雌24匹）の妊娠6～16日に強制経口（原体：0、30、300及び   

1，000mg／kg体重／日、溶媒：1％カルポキシメチルセルロース（CMC）水溶液）  

投与し、発生毒性試験が実施された。  

母動物では1，000mg／kg体重／日投与群に体重増加抑制及び摂餌量減少が認めら  

れた。  

胎児に投与の影響は認められなかった。  

本試験の無毒性量は、母動物で300mg／kg体重／日、胎児で1，000mg／kg体重／  

日であると考えられた。催奇形性は認められなかった。（参照2）   

（4）発生毒性試験（ウサギ）  

日本白色種ウサギ（一群雌18匹）の妊娠6～18日に強制経口（原体：0、30、   
150及び750mg／kg体重／日、溶媒：1％CMC水溶液）投与し、発生毒性試験が実  

施された。  

母動物では、750mg／kg体重／日投与群で下痢、軟便あるいは白色ゼリー状糞の   

排泄及び摂餌量減少が4匹に認められた。これらのうち1匹が死亡し、1匹が流産  

した。  

胎児に投与の影響は認められなかった。  

本試験の無毒性量は、母動物で150mg／kg体重／日、胎児で750mg／kg体重／日で   

あると考えられた。催奇形性は認められなかった。（参照2）   

13．遺伝毒性試験  

ジチオピルの細菌を用いたDNA修復試験及び復帰突然変異試験、晴乳類培養細胞   

を用いたHGPRT遺伝子座突然変異試験、染色体異常試験及び不定期DNA合成   

（UDS）試験及びげっ歯類を用いた小核試験が実施された。結果は表16に示されて   

おり、全て陰性であったことから、ジチオピルに遺伝毒性はないものと考えられた。  

（参照2）  

表16 遺伝毒性試験概要（原体）  
試験  対象   処理濃度・投与量   結果   

血Iケ加  DNA修復試験  月∂d〃〟ββぴぁ肋   200～20，000トLg／disk   

（H17，M45株）   （＋／－S9）  
陰性  

復帰突然変異  50～5，000岬／プレト（＋／・S9）   

試験（D   J．1γ力血〃〟〃Ⅲ  

（TA98，TAlOO，  
TA1535，TA1537株）  陰性  

丘bde崩jムc（）〟  

（WP2IJIで4株）  

復帰突然変異  10～5，000ト唱／プレート（叶S9）  陰性  

試験②   （TA98，TAlOO，TA1535，  
TA1537，TA1538株）  1～1，000膵／プレート（＋／－S9）   陰性  

復帰突然変異  30～3，110トLg／プレート（＋／－S9）   

試験③   （TA98，TAlOO，TA1535，  陰性   

TA1537，TA1538株）  
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HGPR  

子座突  

試験  

染色亮  

試験  

不定面  

合成（  

試験   

JノブIノ7m）  小核試   

GPRT遺伝  チャイニーズハムスター   10～300トg／mL（一S9）   

座突然変異  卵巣由来（CHO）細胞  3～30トLg／mL（＋S9）   
験  

陰性  

色体異常   チャイニーズハムスター  1．0×10■5～1．0×10’3M   

験   肺由来（CHL）細胞   （－S9，24時間及び48時間後に  

細胞採取）  

1．0×10‾5′一、ノ1．0×10‾3M  
陰性  

（＋S9，12時間及び18時間後に  

細胞採取）   

定期DNA  Fischer ラット初代培養  ①0．1ヘノ1，000膵／mL   

成（UDS）  ②10～1，000膵／mL   陰性  

験   

核試験   ICRマウス   500、1，000、2，000mg／kg体   

（一群雄5匹）   重  

（単回経口投与、投与24時間  
陰性  

後と殺）   

注）＋／－S9：代謝活性化系存在下及び非存在下  
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Ⅲ．食品健康影響評価  

参照に挙げた資料を用いて、農薬「ジチオピル」の食品健康影響評価を実施した。  

動物体内運命試験の結果、ジチオピルは脂肪に多く分布した。尿中及び糞中に同程   

度排泄され、尿中排泄には胆汁排泄を通じた腸肝循環の関与が示唆された。主要代謝   

物はB、C及びDであった。  

植物体内運命試験の結果、植物体内の主要成分は親化合物であり、代謝物はB、C   
及びDも存在したがいずれも10％TRR未満であった。  

ジチオピル及び代謝物Dを分析対象化合物として作物残留試験が実施された。可   

食部（玄米）における残留値はいずれも定量限界未満であった。また、魚介類におけ   

る最大推定残留値は0．094ppmであった。  

各種毒性試験結果から、ジチオピル投与による影響は主に肝臓に認められた。発が   

ん性、繁殖能に対する影響、催奇形性及び遺伝毒性は認められなかった。   

各種試験結果から、食品中の暴露評価対象物質をジチオピル（親化合物のみ）と設   

定した。   

各試験の無毒性量等は表17に示されている。   

食品安全委員会は、各試験で得られた無毒性量の最小値がラットを用いた2年間慢   

性毒性／発がん性併合試験の0．362mg／kg体重／日であったことから、これを根拠とし   

て安全係数100で除した0．0036mg／kg体重／日を一日摂取許容量（ADI）と設定し   

た。  

0．0036mg／kg体重／日  

慢性毒性／発がん性併合試験  

ラット  

2年間  

混餌  

0．362mg／kg体重／日  

100   

ADI  

（ADI設定根拠資料）   

（動物種）   

（期間）   

（投与方法）   

（無毒性量）   

（安全係数）  

暴露量については、当評価結果を踏まえて暫定基準値の見直しを行う際に確認する  

こととする。  
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表17 各試験における無毒性量等  

動物種   試験   

）日間  

二急性  

㌢性試験   

年間  

り性毒性／  

ざがん性   

∴合試験   

世代   

・殖試験（丑   

1  

】  

世代  

殖試験②   

生毒性   

験  

l日間  

急性  

性試験   

iカ月間   

がん性  

験   

生毒性   

験  

試験   投与量   
無毒性量（mg／kg体重／目）1）  

農薬抄録  

0日間  0、10、100、1，000、5，000  

亜急性  ▼p主〉！旦＿‖…一▼一▼■【…＿‖▼…▼  

毒性試験  雄：0、0．606、6．03、60．6、362   

雌：0、0．662、6．62、67．0、379  雌：T．Chol増加等  

年間  0, 3, 10, 100, 300 ppm 雄：0．362 雌：0．433  

慢性毒性／  雄：0、0．109、0．362、3．63、  
発がん性  11．1  雌雄：Alb及びT．Cholの増加等  

併合試験  雌：0、0．129、0．433、4．33、  

13．2   

世代  0、25、250、2，500ppm   親動物  

P雄：0、1．70、16．4、170   P雄：1．70 Fl碓：2．0  
P雌：0、1．91、18．6、187  P雌：1．91Ⅰγ1雌：2．26  

Fl雄：0、2．0、19．9、218  

Fl雌：0、2．26、22．5、230  児動物：25ppm未満  

親動物：体重増加抑制等  

児動物：肝白色斑  

（繁殖能に対する影響は認められない）  

世代  0、1、3、10ppm  児動物  

P雄：0、0，0654、0．201、0．66  

P雌：0、0．0741、0．223、0．749      P雄：0．66 Fl雄：0．815  

Fl雄：0、0．0787、0．237、  

0．815  

Fl雌：0、0．0867、0．255、   

0．868   児動物：毒性所見なし  

（繁殖能に対する影響は認められない）  

発生毒性  0、30、300、1，000   母動物：300  

試験   胎児：1，000  

母動物：体重増加抑制等  

胎児：毒性所見なし  

（催奇形性は認められない）  

0日間  0、10、100、1，000、5，000  

亜急性  p里！聾 ＿▼＿＿＿‖「‥「＿…＿＿＿＿‖  

毒性試験  碓：0、1．16、11．8、116、611  

雌：0、1．48、14．2、153、813   

8カ月間  0, 3.30, 300 ppmmm 雄：3．27 雌：3．77  

発がん性  雄：0、0．314、3．27、32．2  
試験   雌：0、0．373、3．77、38．4   雌雄：肝絶対及び比重量増加  

（発がん性は認められない）  

発生毒性  0、30、150、750   母動物：150  

試験  胎児：750  

母動物：下痢、軟便等  

胎児：毒性所見なし   
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（催奇形性は認められない）   

イヌ   90日間  0、1、10、30   雌雄：1  

亜急性  

毒性試験  雌碓：肝胆汁色素沈着等  

1年間  0、0．5、5、25   雌雄：0．5  

慢性毒性試験  

雌雄：肝胆汁色素沈着   

NOAEL：0，362  

ADI  ADI：0．0036  

SF：100   

ADI設定根拠資料  ラット2年間慢性毒性／発がん性試験   

NOAEL：無毒性量 SF：安全係数 ADI：一日摂取許容量  

1）：無毒性量欄には、最小毒性量で認められた主な毒性所見等を記した。  
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く別紙1代謝物／分解物略称＞  
記号   

（略称）   化  学  名   

B   
Ⅲ   2－ジフルオロメチルー4－（2－メチルプロピル）－5・メチルチオカルポニ  

（モノアシソトヾ二〉   ルー6－トリフルオロメチルー3－ビリジンカルポン酸   

6－ジフルオロメチルー4－ほ・メチルプロピル）うーメチルチオカルポニ  

C  Ⅲ     （モノアシット√ニー   ルー2－トリフルオロメチル甘ビリジンカルポン酸   

D   
Ⅳ   2－ジフルオロメチルー4－ほ－メチルプロピル）・6－トリフルオロメチル  

（シ√ァシットヾ二   －3，5－ビリジンジカルポン酸   

V   3－ビリジンカルポン酸，2－（ジフルオロメチル）－4・（2－メチルプロピル）  

E       （混合型シ～アシッド）   ・5・（チオカルポキシ）－6－（トリプルオロ∴メチル）   

3一ビリジンカルポン酸，5，5’－（ジチオジカルポニル）ビス  

F  Ⅵ  ［2・（ジフルオロメチル）－4－（2－メチルプロピル）－6・  

（トリプルオロメチル）］   

3・ビリジンカルポン酸，5－［［（2・アミノー2・カルポキシエチル）チオ］  
G  Ⅶ  カルポニル】一6一（ジフルオロメチル）一4－（2－メチルプロピル）・2－  

（トリフルオロメチル）   

H   
ⅩⅢ   3舟ビリジンジカルポチオ酸，2－（ジフルオロメチル）寸（2一  

（チオアシッドⅩⅢ）   メチルプロビル）甘（トリフルオロメチル）－，5－S－メチルエステル   

ⅩⅩn  
グルタミン，〃［2・［（カルポキシメチル）アミノ］－1－［旧6－  

6   （クヾルタチオン抱合体  
（ジフルオロメチ／レ）－4－（2・メチルプロピル）うー［（メチルチオ）  

ⅩⅩⅢ）  
カルポニルー2－（トリフルオロメチル）－3ゼリジニル］カルポニル］  

チオ］メチル］－2－オキソエチル］   

ⅩⅩⅢ  
グルタミン，∧叫2－［（カルポキシエチル）アミノ］・1－［［【［2・  

J   （クヾルタチオン抱合体  
（ジフルオロメチル）－4・（2・メチルプロピル）・5・【（メチルチオ）  

ⅩⅩⅢ）  
カルポニル］－6－（トリフルオロメチル）・3－どリジニル］カルポニル］  

チオ］－メチル］－2－オキソエチル   

5－［【［2－［（4－アミノー4－カルポキシー1・オキソプチル）アミノ】一計  
［（カルポキシメチル）アミノ］－3－オキソプロピル］チオ】カルポニル］づ・  

K  ⅩⅩⅩⅤ  
（ジフルオロメチル）－4－（2－メチルプロビ／レ）－6－  

または  

ⅩⅩⅩⅤⅠ  
（トリフルオロメチル）・3－ビリジンカルポン酸   

（GSH抱合体－  5・【［［2・【（4－アミノ・4・カルポキシ十オキソプチル）アミノ】甘  
L  

モノアシッド）   ［（カルポキシメチル）アミノト3－オキソプロピル】チオ1カルポニル1－6－  

（ジフルオロメチル）－4－（2・メチルプロピル）－2・  

（トリフルオロメチル）一計ビリジンカルポン酸   
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く別紙2：検査値等略称＞  

略称   名称   

A／G比  アルブミン／グロブリン比   

al   有効成分量   

Alb   アルブミン   

ALP   アルカリホスファターゼ   

ALT   
アラニンアミノトランスフエラーゼ  

【＝グルタミン酸ピルビン酸トランスアミナーゼ（GPT）】   

AST   
アスパラギン酸アミノトランスフエラーゼ  

［＝グルタミン酸オキサロ酢酸トランスアミナーゼ（GOT）］   

BCF   生物濃縮係数   

BUN   血液尿素窒素   

ChE   コリンエステラーゼ   

Cmax   最高濃度   

CMC   カルポキシメチルセルロース   

Cre   クレアチニン   

GGT   
γ－グルタミルトランスフエラーゼ  

（＝γ－グルタミルトランスペプチダーゼ（γ－GTP））   

Hb   ヘモグロビン量（血色素量）   

Ht   ヘマトクリット値   

LC50   半数致死濃度   

LD50   半数致死量   

MCH   平均赤血球血色素量   

MCV   平均赤血球容積   

NADPH  ニコチンアミドアデニンジヌクレオチドリン酸（還元型）   

PEC   環境中予測濃度   

PHI   最終使用から収穫までの日数   

RBC   赤血球数   

Tl／2   消失半減期   

TAR   総投与（処理）放射能   

T．Bil   総ビリルビン   

T．Chol  総コレステロール   

TG   トリグリセリド   

Tmax   最高濃度到達時間   

TP   総蛋白質   

TRR   総残留放射能   
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く参照＞  

1 食品、添加物等の規格基準（昭和34年厚生省告示第370号）の一部を改正する件（平  

成17年11月29日付、平成17年厚生労働省告示第499号）  

2 農薬抄録ジチオピル（除草剤）（平成19年8月17日改訂）：ダウ・ケミカル日本株  

式会社  

3 食品健康影響評価について：第 207 回食品安全委員会資料1－1（URL：   

htゆ：〟www－fs（∴卿．jl）ノiinkai7i－dと1i207／dai2電）了kai－Sil・y（）tlユーi．pdの  

4 ジチオピルの魚介類における最大推定残留値に係る資料  

5 「ジチオピル」、「ブロモプチド」及び「ペンシクロン」の食品安全基本法第24条   

第1項及び第2項に基づく食品健康影響評価について：第207回食品安全委員会資料   

1－3（URL：http：／／www．fgc．go．jp／iinkai／i－dai207／dai207kai－Siryoul－3．pdf）  

6 第 9 回食品安全委員会農薬専門調査会確認評価第一部会（URL；   
htt′p：／／wwⅥ7．丘（∴gO．jl）／s（さ11nlし）11／11川里用ktl撤症旧血け耳1汗情11dex点t‡最）  

7 第 31 回 食 品 安 全 委 員 会 農 薬 専 門 調 査 会 幹 事 会 （URL；   

il呵）ソ／www．fゝ（∴gO．jf）ノ＄（ラ11m…l／nりuさ7日ku／kanjikii【＿（iai31′′iIl（iex．11tn11）  
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